
１月２２日（木）たこ・熟語・大切  

一年生が生活で作った凧を上げていました。風や子供

の走力で高く上がった凧が、青空にはりきって舞ってい

ました。作成の様子を見たことがなかったので、凧に何を

書いたかを聞いてみました。自分の名前に加えて、絵や言

葉を書いたようです。「出席番号」「誕生日」「２０２６」

などを書いた子がたくさんいました。作品としても、大事

にしておいてもらいたいです。 

五年生の国語では、特別な読み方をする熟語を集めてい

ました。今の子はすぐにＰＣで調べるので次々にノート書

いていました。「竹刀」「玩具」「山葵」「山車」「心太」「田

舎」「蟋蟀」などなど。中には、普通の読み方も分かりそ

うもない漢字も登場しました。何が特別なのか分からなく

なってしまうのではないかと心配もしてしまいました。何

が特別なのか、社会や世界、未来のことにも思いが馳せて

しまいました。余談でした。 

あるクラスの掲示物に目が止まりました。三学期にな

って貼り出された物です。先生からの強いメッセージだ

と思います。子供と一緒に確認したクラスの合言葉なの

でしょう。自分も友達も物も大切にする生活。自立、貢献

探究を目標に掲げる本校の教育方針を具現化してくれて

いると嬉しくなりました。「大切」、とてもいい言葉です。

どのように行動にうつすのかを見守っていきたいです。 

 

１月２１日（水）名言・合唱・締め切り  

六年生が国語で名言を集めていました。「一番いけない

のは、自分なんかダメだと思い込むこと」（のび太）、「あ

きらめたらそこで、試合終了」（安西先生）、「いつやるか、

今でしょ！」（林修）などなど、アニメや著名人の名言と

選んだ理由がワークには書いてありました。中には「困っ

たときはいつでも相談してね」（Yahoo!ＡＩ）というのも

あり、時代の変化を感じずにはいられませんでした。 



二年生のクラスに入ると、音楽朝会で歌う曲をみんなで

歌っていました。ある程度見ていて、教室をあとにしよう

とすると、ある子から声がかかりました。「最後まで見て

いってよ、校長先生！」。この活動のあとに、三番まで歌

うことになっていたようです。嬉しいお誘いに応えて、最

後まで聴かせてもらいました。とっても上手でした。 

あるクラスに入ると、前面に「締め切り日」が貼ってあ

りました。計算ドリルは２月２７日、漢字ドリルは３月６

日までに終わらせることになったようです。このような

指示を見ると、学年末を感じます。「保護者に買ってもら

った物は、最後までやり切らせる」ことを私たちは共通理

解しています。二学期なら「冬休みの宿題」として、一月

に確認ができますが、三学期末はそうはいきません。三学

期中に「やり切ること」を見届けるのです。 

 

１月２１日（水）小中・なわとび・九九  

小中連絡会を、扇小学校を会場にして行いました。向原

中学校の先生方に扇っ子の姿を見ていただき、分科会に

分かれて話し合いをしました。もちろん校長先生にもお

越しいただきました。「４月からよろしくお願いします」

と、授業中にも関わらずあいさつをしていた子もいます。

中学では基本、４人組グループで学習を進めているとの

こと。学習の核は、小中を通じて学び合いだと確認しまし

た。 

体育朝会では短なわとびに取り組みました。冷たい強風

が吹く中で、扇っ子はがんばって負けずに活動しました。

なわとび検定の６、７、８級に全員でチャレンジしました。

この日は体育の授業でもなわとびに取り組んでいるクラ

スが多く、検定の技を取得しようとしている子がたくさん

いました。一年生では、自分が考えた技を見せてくれる子

がいて、自走する姿もありました。 

二年生の九九検定も始まりました。この日は、担任から

合格をもらった子が二人、校長室にやってきました。例年



初日は合格者が出ないのですが、この日は二人とも見事

に合格です。九九を暗唱できるだけでなく、フラッシュカ

ードで鍛えられていることが分かりました。九九を乗り

越えて百（１００点）を目指してもらいたいです。 

 

１月１９日（月）４４  

本日は振替休業日。静かな学校で一日仕事をしました

が、先週までの休日と違うのは防犯カメラが写す映像を

見られること。校庭に入ってくる子や、池の近くで何か話

している子がいるのが分かります。１１時近くになると

数人が昇降口前に集まってゲームをしたり、スマホの画

面を見せ合ったりしていました。外で遊ぶには寒かった

のでしょうか。六年生の学年コーナーには、卒業までのカ

ウントダウンが登場しました。あと４４日。 

 

１月１８日（日）からだとこころの科学  

昨日、髙橋幸子先生にいただいた「まるっとまなブック」

のダイジェスト版を読みました。レベル１～４まで、分か

りやすくまとめてあります。レベル１では「みーんなかぞ

く」「かぞくのやくわり」、「プライベートゾーン」、「ひと

のからだはどんなふうにかわっていくのか」、「いきもの

はどのように誕生するのか」などが、小学生低学年でも分

かる言葉、イラストで紹介されています。保護者の方にぜ

ひ読んでもらいたいです。 

 

１月１７日（土）講演・参観・化学  

土曜参観日。成人教育として，埼玉医科大学の髙橋幸子 

先生にご講演をお願いしました。性の健康教育です。ご家

庭でも学校でも話題にしにくい性について、とても分か

りやすくお話しいただきました。子供が知りたいと思っ

た時に正しく伝えることの大切さを学びました。ごまか



したり後回しにしたりすると、子供はネットで正しくな

い情報を得る可能性があることを知りました。子供に信

頼される大人の存在が子供を救うことにつながるのです。 

 たくさんの保護者の方に見ていただき、子供たちは張り

切って学習したと思います。保護者の手を借りて学習を進

めたり、保護者に考えを聞いてもらったりする場面もたく

さん見ました。天気や気候のおかげもあってでしょうか、

例年よりたくさんの方々にご来校いただきました。ありが

とうございます。 

 豊岡高校科学部の生徒さんが、特別授業をしてくれま

した。葉っぱの動脈で標本を作ったり、窒素液を使ってボ

ールや輪ゴムを凍らせたりと、子供たちが驚く実験ばか

りを一緒にやってもらいました。液体窒素を手にかける

実験だけは、遠慮する子も数人いました。参加した子の感

想にも「またやってもらいたい」という声が多数ありまし

たので、第二弾を考えたいと思います。 

 

１月１６日（金）訓練・迷子・聴き上手  

避難訓練を実施しました。今回は、子供たちにも職員に

も知らせずに行いました。20 分休みに地震発生、理科室

から火が上がったので、避難するという設定です。多くの

子は校庭にいたようです。トイレにいた子、着替えをして

いた子もいました。校長室にも数人が来ていました。全員

の避難を確認したのは「避難しなさい、以上です」の指示

から 5分 33秒後でした。 

一、二年生では「迷子になったらどうするか」について

学び合いました。まずは「どこに行くか」。多くの子はお

店と言っていました。ではそこで何と言うか。二年生の子

は「私は扇小学校の２年生○○です。迷子になったので、

学校に電話してください」と発表しました。「学校が留守

番電話になっていたらどうするか」。ある子は「お母さん

の携帯電話を言う」と発言しましたが、「覚えていない」

と言っていました。「よいこチャイムを守ること」につい



て先生から話がありましたが、これも訓練の一つです。 

発育測定、四年生のミニ講座は「聴き上手になろう」で

した。養護教諭の演技から、子供たちは大事なことに気づ

いたようです。相手の話をしっかり聴くためには「相手に

体を向ける」「笑顔で聴く」「頷きながら聴く」「姿勢よく

聴く」「目を見る」などを発表していました。避難訓練前

の時間でしたので、この日は「きくこと」の大切さについ

て、しっかり学んだのではないでしょうか。 

 

１月１５日（木）数・幅跳び・カメラ  

一年生の算数では、100を越える数を扱うようになりま

す。落ち葉の数を数える活動の前に、子供たちがその枚数

を予想しました。「だいたいいくつだと思いますか」と先

生が問うと、「７０」「１３０」「８０」「１００」などと発

表が続きました。ある子が「８２」と発表すると「９９」

「１１３」などと予想の数に一の位が登場してきました。

一年生にとっては「だいたいの数（およその数）」という

のは難しかったようです。 

二年生の体育が砂場で行われていました。砂場には、ワ

ニに、カエル、ウサギ、カンガルーの絵が置かれています。

幅跳びの活動が始まるようでした。「ワニまで跳べないと、

食べられちゃう」という設定のようです。一番遠い、カン

ガルーを目指してジャンプするのがめあてです。踏み切っ

て遠くに跳ぶ活動は、簡単ではありません。踏み切り板か

ら大股で何歩も歩いて「カンガルーまで行った！」と喜ん

でいる子がたくさんいました。 

防犯カメラの工事が二日間にわたって行われました。

何の工事をしているのか、気になっていた子もたくさん

います。校長室で学校周りの様子がすべて分かるように

なりました。録画もされています。想像以上に鮮明に映し

出されています。校庭に何が落ちているかまで分かりま

す。施設破壊などの問題行動をする子はいませんが、お菓

子のゴミを捨てたり、閉まっている門を越えて侵入した



りする人は、このカメラがすべてとらえてくれます。 

 

１月１４日（水）生活目標・溶液・笑顔  

生活目標朝会がありました。「早く生活のリズムを戻し

ましょう」という話から始まり、どのようにリズムを整え

ているか、学び合いの時間がありました。「ゲームの時間

を決めている」「布団に入る時間が決まっている」「朝６時

に必ず起こされる」などなどの声が聞こえてきました。現

在、子供の生活リズムを乱している筆頭はゲーム、動画だ

と思います。朝元気に登校してくるためにどうすればい

いか、子供自身に考えていってもらいたいです。 

五年生の理科で、水に塩を入れて混ぜている活動を見ま

した。混ぜるためのガラス棒を何回回したかを数えている

グループもいれば、混ぜている時間を計っているグループ

もいました。「１６５、１６６・・・」「３分経過」などの

声でそれが分かりました。問題は水溶液になったかどうか

です。ある子がおもしろいことを言っていました。「どう

なったら、溶けたって言えるの？」。すばらしい「？」で

す。 

音楽室の黒板に「扇スタイル」「扇スマイル」が書いて

ありました。三学期のめあてのようです。「スマイル」は、

まゆをあげて、目を大きく開けて、鼻の穴も大きく開けて、

口をたてにあける、です。歌だけでなく音読やあいさつ、

発表などでも意識してもらいたいと思いました。「扇スマ

イル」が新たな伝統になるとうれしいです。この時間は四

年生が歌っていましたが、みんなスマイルでした。 

 

１月１３日（火）学年朝会・ＰＺ・のこ  

４年生の学年朝会では「立派な高学年とはどんな人か」

について学び合っていました。「走るのが速い人」「話を最

後まで聴ける人」「当たり前のことを当たり前にできる人」

「任された仕事をしっかりできる人」「低学年に優しい人」



などの発表がありました。めざす姿が少しイメージでき

たのではないでしょうか。５２年目の扇小学校を託せる

ような５年生になってもらいたいです。 

発育測定が始まりました。一年生へのミニ講座は「プラ

イベートゾーン」についてでした。水着で隠された部分と

口がそれにあたること、見たり触ったり写真を撮ったりし

てはいけないこと、例え大人でもそれは許されないこと、

命にかかわる大事な自分だけの場所であることが理由で

あることなどを、クイズなどを交えながら、養護教諭が話

してくれました。とっても大事な学習です。 

図工室では、電ノコ（電動で切るノコギリ）の音が響い

ていました。切る対象はダンボールです。木を切るための

練習をしているようです。それでも刃が抜けたり、装着ミ

スによって止まったりする場面がたくさんありました。

毎年この機械を使う子供の「おっかなびっくり」の表情は

新鮮にうつります。ダンボールなら簡単に切り進められ

るのですが、堅い木では、どうなるでしょうか。 

 

１月１２日（月）成人式  

出かけた先でたくさんの成人式出席者を見ました。こ

れから行く人もいたでしょうし、午後は式が終わってど

こかへ行く予定の子もいたでしょう。着物やスーツで身

を包んでいる晴れ晴れとした表情の若者の姿は、周囲も

明るくするものです。私も○十年前を思い出してみまし

た。そんな、若い頃を思い出す映画を観てきました。客席

はほとんど同年代でした。 

 

１月１１日（日）１１１１  

５日から６日勤務しただけですが、正月休み明けとあ

ってだいぶ休んでいないと錯覚しています。本日はオフ。

「１」３つ並ぶ日に、読もうと思っていたある雑誌を明け

ると「一の四つの意味」という論文がありました。また、



ある施設に行くと、ロッカーの鍵番号が「１１１１」でし

た。不思議な気持ちになりましたが、「１」「一」を大切に

しようと思いました。 

 

１月１０日（土）学校評価  

昨日の職員会議にて、学校評価（保護者、児童）の結果

を共通理解しました。その対策についても協議していく

ことになります。ほぼ一日、校長室にてその集計と分析、

今後の対策についてまとめた学校だよりを作成しました。

厳しい声もありますが、すべて学校への声援だと私は考

えています。その声援を無駄にしてはいけません。できる

ことはすぐにでも、対応していく思いで、学校だよりを作

り上げました。 

 

１月 ９日（金）競書会・めあて・給食  

体育館には緊張感で、張り詰めた空気が漂っていまし

た。六年生が競書会を行っていたのです。誰も声も音も出

さない体育館に入っていくのさえためらうほどでした。

もちろんインタビューなどとんでもない雰囲気。感想は

すぐーるで送ってもらいました。ＨＰ五年生・六年生日記

をご覧になって下さい。子供たちの感想を載せました。 

学年コーナーや教室等に「三学期のめあて」や「今年の

目標」などが貼り出され始めました。三年生のめあての中

には、めざす自分の姿がたくさんありました。「忘れ物を

しない自分になる」「友達に教えられる人になる」「恥ずか

しがり屋からお別れする」「あいさつを元気にできる自分

に変わる」などなど。職員みんなで応援したいです。がん

ばれ！扇っ子。 

給食が始まりました。今日は七草ごはん。子供だけでな

く職員も給食が始まることが、本当にうれしいのです。さ

っそく感想を呼びかけたところ、初日から５０を越える

声が集まりました（すぐーるにて）。野菜がたくさん入っ



ていたご飯がおいしかった、魚がパリパリしていて最高

だった、トロトロのスープがとってもおいしかったなど

などの感想が寄せられました。子供たちが言ってくれた

とおりの、ごちそうでした。 

 

１月 ８日（木）始業式・登校・配布物  

三学期が始まりました。私は３つのお願いをしました。

「めあてを決める」「いいクラスにする」「周りの人を頼る」

です。代表の子となった三年生は、がんばりたいことを３

つ語ってくれました。「漢字」「あいさつ」「自分で考えて

行動」です。あるクラスではその後に、先生から「笑う門

には福来たる」「諦めなければ何事もウマくいく」などの

メッセージを伝えていました。三学期が始まりました。    

登校してきた子供たちには、いつもと違う姿がありまし

た。一つは「明けましておめでとうございます」「今年も

よろしくお願いします」などの新年のあいさつをしてくれ

た子がたくさんいたこと。そしてもう一つは、一年生の手

を取って歩く班長さんが多くいたこと。不安な気持ちを、

このようなあいさつや行動で拭い去ってもらえたのでは

ないでしょうか。 

始業の日とあって、たくさんの物が子供たちに配布さ

れました。その中で子供たちの注目度が高かったのが漢

字ドリルです。さっそく名前を書いたり、中を見てどんな

漢字が出てくるか確認したりしています。ある子は「あれ、

これしかないぞ」「○個しかない！」と声をあげていまし

た。二学期必死で取り組んだ記憶が残っている子にとっ

ては、物足りないのかもしれません。三学期の短さを物語

る場面でした。 

 

１月 ７日（水）黒板  

ほとんどの職員が出勤し、明日からの準備を進めてい

ました。学年や担当の会議も行われていました。校長室で



も、次々に会議や面談、来客対応などがあり、あっと言う

間に夕方になりました。外が暗くなり始めた頃、校内を歩

くと各教室には子供たちを迎えるメッセージが書いてあ

りました。時間をかけて、まごころこめて作成したことが

伝わってきました。明日、子供たちの元気な笑顔が扇小学

校に返ってきます。 

 

１月 ６日（火）準備  

多くの職員が新学期の準備を始めています。注文した

教材も届き始めました。学年会を行っている者もあり、校

長室には笑い声が時折届いてきました。本日は学童保育

室へもあいさつに行きました。たくさんの子が元気そう

に私に笑顔であいさつしてくれました。本当に元気そう

でした。きっと素敵な冬休みを過ごしたのでしょう。 

 

１月 ５日（月）仕事始め  

令和８年の仕事始めとなりました。出勤した職員と新

年のあいさつをしたり、休み中のことを話したりしてい

るとあっという間に時間が過ぎていく気がしました。仕

事はたんまりあります。あいさつ回り、休み中に来ていた

メール等のチェック、学期末に子供たちから集めたワー

クやアンケートの集計などなど。玄関等の掲示物も一新

しました。 

 

１月 ４日（日）完走  

毎年、元旦は新聞を買い込むことにしています。企業が

出す広告に、時代を象徴するヒントがあると思っている

からです。「大切な本が、一冊あればいい」「本屋さんに行

こう」などのキャッチコピーが、今年は気に入りました。

今年は見開き２面に広告を出す企業が増えた気がしたの

で、景気も回復するのでしょうか。 



 

１月 ３日（土）完走  

本日は、山下り、六区の応援をしました。昨夜は雪の予

想があったので、心配していましたが、走路は凍っていま

せんでした。チームの目標達成のために、必死で駆け下り

てくるランナーのスピードを見て「転倒することなく完

全に走り切ってほしい」と祈るばかりでした。この日のニ

ュース等で、六区で転倒する学生がいなかったことを知

って、ほっとしました。 

 

１月 ２日（金）山の神  

今年も、この日、箱根に行ってきました。復路のゴール

近くで、ランナーを見るためです。ラジオやテレビからは、

脅威的な追い上げ、走りが伝えられてきました。私の周り

にいた人も「ウソだろ」と口にしていたほど。しばらく音

声が途絶えていた頃、大きな歓声が聞こえてきて，走って

きたのは、間違いなく「山の神」。20ｋｍ以上走って、山

を登ってきての快走。学生ランナーからもらえる感動は、

毎年大きなものがあります。 

 

１月 １日（木）初日の出  

新年、明けましておめでとうございます。 

校長になってから、毎年、初日の出は学校の屋上で見る

ことを続けています。今年は一つのチャレンジとして、五

六年生に「一緒に見ませんか」と呼びかけてみました。も

ちろん保護者の許可を取ってくることを条件に、です。希

望者には、参加券を渡しておきました。３０枚ほど配布し

ました。「起きられなかった時は、連絡は不要」と伝えて

おいたのですが、予想以上に集まってくれました。雲の間

から見えた初日の出、今年も感動しました。 


